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前書き 
 

本報告書は 2008 年度にアジア経済研究所で行われた重点研究会「包括的成長へのア
プローチ：インドの挑戦」研究会の 1年目の成果である。 
近年著しい経済成長を遂げるインドにおいて、州・地域間、社会的階層間、そして世

帯・個人間で、所得のみならず公共サービスに至る様々な面での格差の拡大が見られ、

高い経済成長の陰で、成長から取り残されている地域、集団、そして世帯・個人が存在

する。本研究会は、このようなインドにおける格差の問題を取り上げ、以下の３つの視

点から分析を行うものである。 
 

�格差拡大の現状を捉え、その経済的、社会的問題を分析し、インドにおいて格差が
何故、問題なのかを再検討する。 
�格差拡大の根源的な要因を探り、インドのコンテキストに適した新たな格差指標を
作成する。 
�格差是正への有効な施策を議論し、インド経済が今後、政治的、社会的に安定し、
すべての国民のための『包括的な成長』（Inclusive Growth）を持続的に達成するため
になすべきことは何かを問いかける。 
 

経済成長と格差是正を目指す『包括的な成長』は、マンモハン・シン政権による第

11次五カ年計画（2007/08-2011/12）の最重要アジェンダでもあり、本研究会の実施はタ
イムリーで、かつ意義は大きい。分析の対象は、低所得・低成長州の農村部を中心とす

る。というのも、人口全体の 7割以上を抱える農村部において格差による影響が最も顕
著であると考えられるからである。H19年度重点研究である「インド経済：成長の条件」
（選書にて H20 年度出版）での成果を踏まえ、より深くインド経済に内在する問題を
掘り下げ、学問的な見地から分析を試みるものである。本報告書が、インドが直面する

格差問題への理解に少しでも貢献できれば幸いである。 
 
 

平島 成望（主査） 
小田 尚也（幹事）
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